
　

今
年
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
て
３
年
目
に
入
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
は
、
第
一
の
矢
の
「
大
胆
な
金

融
政
策
」、
第
二
の
矢
の
「
機
動
的
な

財
政
政
策
」、そ
し
て
第
三
の
矢
の
「
民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
の
３

本
の
矢
政
策
に
よ
り
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
と
経
済
成
長
率
の
底
上
げ
を
目
的
と

し
た
経
済
政
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
金

融
政
策
と
財
政
政
策
は
そ
も
そ
も
短
期

的
な
景
気
浮
揚
策
で
あ
り
、
最
も
大
切

な
の
が
産
業
構
造
を
変
革
し
潜
在
的
な

成
長
力
を
底
上
げ
す
る
成
長
戦
略
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
成
長
戦
略
の
横
断
的
な
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）で
あ
る
。
総
務
省
の「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
経
済
成
長
加
速
に
向
け
た

課
題
と
解
決
方
法
に
関
す
る
調
査
研

究
」（
平
成
26
年
）
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
と
あ
わ
せ
て
組
織
改
革
・
人
的
資

本
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
０
・
５
％
押
し
上
げ
る

効
果
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
組
織
改
革
・
人
的
資
本
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

企
業
は
、
そ
れ
以
外
の
企
業
に
比
べ
業

績
を
改
善
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。一
方
、

日
本
の
情
報
化
投
資
の
水
準
は
他
国
と

比
較
す
る
と
高
い
と
は
い
え
な
い
（
図

1
）。
ま
た
、
実
際
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
貢
献

で
業
績
を
あ
げ
て
い
る
企
業
は
一
定
の

割
合
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

や
組
織
改
革
・
人
的
資
本
へ
の
取
り
組

み
に
必
ず
し
も
熱
心
と
い
え
な
い
企
業

が
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
日
本

の
経
済
成
長
を
高
め
る
必
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

情
報
化
社
会
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

　

こ
う
し
た
な
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
め
ぐ

る
動
き
は
加
速
し
て
い
る
。
平
成
26
年

の
「
情
報
通
信
白
書
」
で
テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
も

た
ら
す
世
界
規
模
で
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
」で
あ
っ
た
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、

そ
の
時
代
に
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

て
い
た
認
識
や
価
値
観
な
ど
で
、
そ
れ

ら
が
革
命
的
に
変
化
す
る
の
が
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
で
あ
る
。
社
会
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
は
、
狩
猟
社
会
か
ら
農
業
社
会
へ
、

工
業
社
会
か
ら
情
報
技
術
を
基
盤
と
し

た
情
報
化
社
会
へ
と
変
化
し
て
き
た
。

本
格
的
な
情
報
化
社
会
に
入
っ
た
の
は
、

１
９
６
０
年
代
に
入
り
半
導
体
素
子
が

開
発
さ
れ
、
大
型
の
汎
用
機
が
登
場
し

て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
80
年
代

に
入
る
と
、
小
型
の
パ
ソ
コ
ン
が
登
場

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
「
会
社
に
１
台
」

の
時
代
か
ら
「
家
庭
に
１
台
」
の
時
代

に
入
り
、
次
第
に
通
信
機
能
を
高
め
て

き
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
世
界
中

を
網
羅
し
た
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

I oTとスマート化する社会

　ICT（ Information and Communication Technology:
情報通信技術）をめぐってパラダイムシフトが起こって
いる。パソコンだけでなくさまざまなモノに通信機能を
もたせインターネットにつなぐ「モノのインターネット」
IoT（Internet of Things）である。
　IoTにより産業がネットワーク化し、新しい製品や
サービスが生まれ企業の事業領域が広がることが
予想される。こうしたなか、新年は守りから攻めの
ICT化投資が求められるだろう。

すべてのモノがネットにつながる
新年産業展望

スマートフォンの需要が一巡し、今年は、スマートグラスなど人が直接身に付ける
ウェアラブル端末の市場が本格化することが予想されている。
写真はエプソンの両眼シースルー型スマートグラス「MOVERIO BT-200」
（写真提供：セイコーエプソン株式会社）



る
が
、
日
本
で
は
２
０
０
０
年
前
後
か

ら
高
速
で
大
量
の
デ
ー
タ
を
送
信
で
き

る
回
線
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
と
回
線

料
金
の
低
価
格
化
が
進
み
普
及
に
弾
み

が
つ
い
た
。
そ
し
て
、
07
年
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
機
能
を
も
っ
た
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
が
発
売
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
爆
発
的
に
普
及
、
今

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
「
家
庭
に
１
台
」

か
ら
「
個
人
に
１
台
」
の
時
代
に
入
っ

て
き
た
。

　

し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
も
は

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は
い
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
パ
ソ
コ
ン
と
違
っ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
衛

星
を
使
っ
た
位
置
情
報
計
測
シ
ス
テ

ム
）
と
温
度
や
気
圧
な
ど
の
情
報
を
数

値
化
で
き
る
セ
ン
サ
を
も
ち
、
現
在
お

か
れ
て
い
る
位
置
と
環
境
の
情
報
を
伝

え
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
は

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ

ま
な
モ
ノ
が
セ
ン
サ
と
通
信
機
能
を
も

ち
始
め
、
モ
ノ
と
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
つ
な
が
り
、
人
間
の
手
が
入
ら

な
く
て
も
機
械
同
士
が
情
報
を
交
換
し

作
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
Ｍ
２

Ｍ
（M

achine to M
achine

）

と
い
わ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
す

で
に
多
く
の
機
器
が
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
や
り
と
り
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
身
近
に
あ
る
自
動
販
売

機
で
も
売
上
げ
や
釣
銭
、
在
庫

や
温
度
な
ど
の
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
送
信
し
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。
最
近
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
だ
け
で
な
く
、
家
電
や
産
業

機
器
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

な
が
る
モ
ノ
の
幅
が
広
が
り

「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet of T

hings

）

と
い
わ
れ
る
時
代
に
入
っ
て
き

た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
広
が
り
に
つ
い

て
、
米
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
会

社
ガ
ー
ト
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る＊
１

。「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ

ｏ
Ｔ
）
は
成
長
し
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
除
い
て
、

２
０
２
０
年
に
は
２
６
０
億
ユ
ニ
ッ
ト

が
装
着
さ
れ
、
２
０
０
９
年
の
９
億
ユ

ニ
ッ
ト
か
ら
約
30
倍
に
増
加
す
る
」
と
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
産
業

　

で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
り
産
業
や
社
会

は
ど
う
変
化
す
る
の
か
。
少
し
具
体
的

に
み
て
い
こ
う
。

【
生
産
設
備
が
つ
な
が
る
】

　

製
造
業
で
は
、
コ
ス
ト
競
争
力
の
あ

る
新
興
国
の
生
産
拠
点
化
が
進
む
な
か

で
、
情
報
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
競
争

力
を
高
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
で
て
い

る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
コ
マ
ツ

（
小
松
製
作
所
）
の
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｘ

（
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス
）
で
、
建
設
機
械

に
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
稼
働
状
況
を
把
握
し
、
建
設
需

要
の
予
測
や
保
守
・
管
理
な
ど
の
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
多
く
の
工
場
で
は
生
産
ラ
イ
ン

で
発
生
す
る
膨
大
な
情
報
を
ネ
ッ
ト
で

共
有
化
し
極
限
ま
で
生
産
効
率
を
高
め

る
努
力
が
進
ん
で
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・

０
が
国
家
戦
略
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
と
は
第
４
次

の
産
業
革
命
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
第

１
次
産
業
革
命
は
18
〜
19
世
紀
に
始
ま

っ
た
水
力
や
蒸
気
機
関
に
よ
る
手
工
業

か
ら
機
械
工
業
へ
の
変
化
、
第
２
次
は

19
世
紀
後
半
の
石
油
と
電
力
の
活
用
に

よ
る
大
量
生
産
、
第
３
次
は
20
世
紀
後

半
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
生
産

の
自
動
化
だ
。
そ
し
て
、
第
４
次
産
業

革
命
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
応
用
す
る
こ
と
に

よ
り
生
産
が
自
動
化
し
、
セ
ン
サ
の
情

報
に
よ
り
製
品
を
個
別
に
識
別
し
受
注

か
ら
生
産
、
在
庫
、
販
売
、
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
至
る
ま
で
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
。
製
造
業
は
大
量
生

産
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
か
ら
、
セ
ン

サ
か
ら
送
ら
れ
た
大
量
の
情
報
を
共
有

化
す
る
こ
と
に
よ
り
柔
軟
で
効
率
的
に

生
産
を
行
う
方
向
に
進
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
商
品
が
つ
な
が
る
】

　

小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ネ
ッ
ト
通
販
が
シ

ェ
ア
を
増
し
て
お
り
、
最
近
で
は
、「
シ

ョ
ー
ル
ー
ミ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
現
象

が
起
こ
っ
て
い
る
。
シ
ョ
ー
ル
ー
ミ
ン

グ
と
は
消
費
者
が
家
電
量
販
店
な
ど
で

商
品
を
見
た
後
、
ス
マ
ホ
で
価
格
を
調

べ
ネ
ッ
ト
で
注
文
す
る
と
い
う
購
買
行

動
で
、
リ
ア
ル
店
舗
の
シ
ェ
ア
を
侵
食

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
小
売
業
界
が
注
目

し
て
い
る
の
が
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
と
い
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図 1　設備投資全体に占めるＩＣＴ投資の割合

出所：「ＩＣＴによる経済成長加速に向けた課題と解決方法に関する調査研究」  総務省（平成２６年）

＊1 Gartner Press Release “Gartner Says the Internet of Things Installed Base Will Grow to 26 Billion Units By 2020” 
December 12, 2013  http://www.gartner.com/newsroom/id/2636073



う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
あ
る
。
オ

ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
の
オ
ム
ニ
と
は
「
す
べ

て
」
と
い
う
意
味
で
、
リ
ア
ル
な
店
舗

だ
け
で
な
く
通
販
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
場
所
と
手
段
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
顧
客
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
戦
略
で
あ
る
。
顧
客
か

ら
み
る
と
商
品
や
価
格
、
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
違
い
を
意
識
せ

ず
購
買
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
で
成

功
し
た
の
が
米
国
の
百
貨
店
メ
イ
シ
ー

ズ
で
、
メ
イ
シ
ー
ズ
は
店
舗
と
自
社
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
区
別
を
な
く
し
、

在
庫
管
理
も
一
元
化
、
無
線
Ｉ
Ｃ
タ
グ

に
よ
り
商
品
を
個
別
管
理
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
メ
イ
シ
ー
ズ
の
店
員
は
モ
バ

イ
ル
端
末
で
商
品
の
詳
細
や
レ
ビ
ュ
ー

を
参
照
し
、
ラ
イ
バ
ル
店
の
価
格
を
知

る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
、
顧
客
の
欲

し
い
商
品
が
店
頭
に
な
く
て
も
ネ
ッ
ト

か
ら
商
品
が
届
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
在
庫
圧
縮
と
売

場
の
効
率
化
が
進
み
、
メ
イ
シ
ー
ズ
の

業
績
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
と
い
う
。

【
畑
が
つ
な
が
る
】

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
は
農
業
も
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
成
長
戦
略
で
は
、
10
年
間
で
農

業
・
農
村
の
所
得
を
倍
増
す
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
鍵
と
な
る
の
が

ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

ア
グ
リ
と
は
、
温
度
、
湿
度
、
日
照
な

ど
の
植
物
の
生
育
環
境
を
セ
ン
サ
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
管
理
し
、
給
水
や
施
肥

な
ど
を
最
適
化
す
る
農
業
技
術
で
あ
る
。

　

日
本
の
農
業
の
生
産
性
が
低
い
の
は
、

農
家
の
経
営
規
模
が
小
さ
い
こ
と
と
、

も
う
一
つ
は
単
位
面
積
あ
た
り
の
生
産

効
率
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
ト
マ
ト
の

農
地
面
積
あ
た
り
の
収
穫
量
を
比
較
す

る
と
、
日
本
は
59
ト
ン
／
ha
、
オ
ラ
ン
ダ

（
４
７
９
ト
ン
／
ha
）
や
ベ
ル
ギ
ー
（
４

６
１
ト
ン
／
ha
）
に
比
べ
る
と
は
る
か

に
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（
表
）。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
農

業
の
生
産
性
が
高
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
昨

年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代

で
「
農
業
革
命
”ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
“」

と
題
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
が
紹
介

さ
れ
た
が
、
取
材
先
の
農
業
経
営
者
が

向
か
っ
た
の
は
畑
で
は
な
く
オ
フ
ィ
ス

の
パ
ソ
コ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

ハ
ウ
ス
内
の
５
０
０
項
目
以
上
の
デ
ー

タ
が
管
理
さ
れ
て
お
り
、
養
分
を
含
ん

だ
水
が
一
日
60
回
与
え
ら
れ
、
植
物
の

生
育
に
必
要
な
二
酸
化
炭
素
も
外
気
の

濃
度
の
２
倍
以
上
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

案
外
、
日
本
の
農
業
の
未
来
は
明
る

い
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
生
産

性
向
上
の
糊
代
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
基
礎

技
術
も
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
い
ず
れ

に
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
日
本
の

農
業
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

ス
マ
ー
ト
化
す
る
社
会

　

我
々
の
身
の
回
り
で
も
、
ス
マ
ー
ト

を
冠
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て

き
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
嚆こ

う
し矢

と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
や
掃
除
機
な
ど
の
ス
マ

ー
ト
家
電
、
そ
れ
に
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

等
々
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
と
は
、「
賢

い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
ス
マ
ー

ト
機
器
が
な
ぜ
賢
い
か
と
い
う
と
、
①

セ
ン
サ
に
よ
り
環
境
を
認
識
し
、 

②
通

信
機
能
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
つ
な

が
り
、
そ
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
③
自

動
的
に
作
動
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
ス

マ
ー
ト
化
と
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
ユ
ー
ザ
ー
の

側
か
ら
み
た
現
象
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【
人
が
つ
な
が
る
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
需
要
が
一
巡
し

て
、
新
た
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
人
が
直

接
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
端
末
で
あ
る
。
最
近
、
メ
ガ
ネ

型（
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
）や
時
計
型（
ス

マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
）、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

型
な
ど
の
商
品
が
市
場
に
出
始
め
た
。

矢
野
経
済
研
究
所
の
調
査＊
２

に
よ
る
と
、

国
内
市
場
規
模
は
２
０
１
３
年
度
の
53

万
３
千
台
か
ら
17
年
度
に
は
１
３
１
０

万
台
と
急
速
に
伸
長
す
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
は
メ
ガ
ネ
に

小
型
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
取
り
付
け
ら

れ
て
お
り
、
実
際
に
見
て
い
る
光
景
に

必
要
な
情
報
を
目
の
前
に
表
示
で
き
る
。

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
は
腕
時
計
に
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
が
付
い
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
連
携
し
て
メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
記
事
を
知
ら
せ

て
く
れ
る
。

　

そ
し
て
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
の
高
い

の
が
モ
バ
イ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
で
あ

る
。
モ
バ
イ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
端
末
は
、

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
直
接
身
に
付

け
、
歩
数
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
、
血
圧
や

血
糖
値
な
ど
装
着
者
の
健
康
情
報
を
収

集
す
る
端
末
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
セ

表　各国のトマト生産比較（2011年）

出所：「スマート農業に関する総務省の取組」  総務省（平成26年４月）をもとに作成。

＊2  「ウェアラブルデバイス市場に関する調査結果2014」 ㈱矢野経済研究所 （2014.10.14）  http://www.yano.co.jp/press/press.php/001308

日本
（38位）

オランダ
（1位）

ベルギー
（2位）

イギリス
（3位）

農地面積
（ha） 12,000 1,702 474 216

収穫量
（1000t） 703 815 218 90

農地面積当たり
収穫量（t/ha） 59 479 461 416



ン
サ
を
埋
め
込
ん
だ
靴
下
や
シ
ャ
ツ
も

出
て
き
た
。

【
自
動
車
が「
自
動
」車
に
な
る
】

　

自
動
車
も
ス
マ
ー
ト
化
が
進
ん
で
い

る
。
最
近
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
利
用
す
る
人
が

増
え
て
い
る
。
昨
年
は
、
グ
ー
グ
ル
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
Ｏ
Ｓ
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
を
車
載
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て

使
う
た
め
の
業
界
団
体
（
Ｏ
Ａ
Ａ
）
が

設
立
さ
れ
、
ホ
ン
ダ
や
マ
ツ
ダ
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
日
本
の
メ
ー
カ
ー
も
参

画
し
て
い
る
。
自
動
車
向
け
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
で
は
、
地
図
デ
ー
タ
や
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
機
能
を
拡
充
し
、
位
置
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
送
信
す
る
こ
と
で

渋
滞
情
報
や
周
辺
情
報
を
得
る
こ
と
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
化
を
受
け
て
、

目
的
地
ま
で
何
も
し
な
く
て
も
最
適
の

ル
ー
ト
を
選
択
し
安
全
に
運
ん
で
く
れ

る
自
動
運
転
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

一
昨
年
は
安
倍
首
相
が
自
動
運
転
車
に

試
乗
し
て
国
会
の
周
り
の
一
般
公
道
を

走
行
し
て
話
題
を
集
め
た
。
自
動
運
転

車
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
グ
ー
グ
ル
も
開
発
を
進

め
て
お
り
、
昨
年
は
実
験
車
両
も
公
開

し
て
い
る
。
グ
ー
グ
ル
が
熱
心
な
の
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
じ
こ
と
が
自
動

車
で
も
お
こ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

実
用
化
は
２
０
２
０
年
ご
ろ
と
み
ら

れ
て
い
る
が
、
近
い
将
来
、
自
動
車
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
端
末
に
な
る
日
が
く
る
か
も

し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

期
待
さ
れ
る
攻
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資

　

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
が
発
売
さ
れ
た
の
は

２
０
０
７
年
で
あ
っ
た
が
朝
の
通
勤
風

景
は
一
変
し
た
。
今
で
は
、
多
く
の
人

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
メ
ー
ル
や
ニ
ュ

ー
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
多
く

の
モ
ノ
が
ス
マ
ー
ト
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
モ
ノ
自
体
の
価
値
よ
り
も
モ
ノ
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
価
値
や

サ
ー
ビ
ス
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
モ
ノ
と
モ
ノ
が

つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
新
し
い
事
業
領
域
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
米
国
企
業
で
は
新

し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
た
め
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
投
資
を
積
極
化
す
る
動
き
を
強
め

て
い
る
。電
子
情
報
技
術
産
業
協
会（
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
と
Ｉ
Ｄ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
調

査
「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
経
営
に
対
す
る

日
米
企
業
の
相
違
分
析
」（
２
０
１
３

年
10
月
）
に
よ
る
と
、
経
営
者
と
Ｉ
Ｔ

部
門
以
外
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
層
で
「
Ｉ

Ｔ
／
情
報
シ
ス
テ
ム
投
資
」
に
つ
い
て

「
き
わ
め
て
重
要
」
と
考
え
て
い
る
企

業
は
、
米
国
で
は
75
・
３
％
に
達
し
て

い
る
が
、
日
本
で
は
15
・
７
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ

投
資
に
対
す
る
期
待
で
は
、
日
本
企
業

で
は
「
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
業
務
効
率
化
／
コ

ス
ト
削
減
」
が
48
・
２
％
と
最
も
高
い

の
に
対
し
て
、
米
国
企
業
で
最
も
期
待

さ
れ
て
い
る
の
は
「
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
製
品

／
サ
ー
ビ
ス
開
発
強
化
」（
41
・
０
％
）、

次
に
「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
変
革
」（
28
・
８
％
）
が
続
き
、「
Ｉ

Ｔ
に
よ
る
業
務
効
率
化
／
コ
ス
ト
削

減
」（
16
・
７
％
）
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ

て
い
な
い
（
図
3
）。

　

日
本
の
成
長
戦
略
に
お
い
て
も
、
企

業
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
組
織
改
革
・
人
的
資

本
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

成
長
率
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
新
年
の
経
済
環
境
は
不
透

明
感
を
強
め
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
め

ぐ
っ
て
世
界
規
模
で
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
が
お
こ
る
な
か
、
企
業
に
お
い
て
も

守
り
か
ら
攻
め
の
姿
勢
を
強
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長　

森　

秀
人
）
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図 2　IT／情報システム投資の重要性

図 3　ITに対する期待（IT予算が増える理由）

出所：「ＩＴを活用した経営に対する日米企業の相違分析」ＪＥＩＴＡ（一般社団法人 電子情報
技術産業協会）およびＩＤＣジャパン㈱（2013年10月）をもとに作成。


